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今
月
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
創
業
35
年
の
歴
史
を
持
つ
㈱

テ
ク
ノ
・
オ
カ
ダ
さ
ん
で
す
。
現
社
長
の
父
に
あ
た
る
岡
田

賢
一
さ
ん
が
保
険
の
営
業
マ
ン
か
ら
の
転
身
で
、
ゼ
ロ
か
ら

築
き
上
げ
た
金
属
部
品
加
工
の
会
社
で
す
。

　
同
社
は
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
や
N
C
旋
盤
を
駆
使
し
、

工
業
用
機
械
に
使
わ
れ
る
金
具
や
ボ
ル
ト
、
ね
じ
な
ど
の
精

密
機
械
部
品
を
製
造
し
て
お
り
、
他
に
も
製
缶
関
係
品
な
ど

高
い
技
術
力
で
J
I
S
規
格
に
準
拠
し
た
高
精
度
な
製
品
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
価
格
と
精
度
で
は
負
け
ま
せ
ん
！
」

　
こ
の
岡
田
社
長
の
信
念
に
は
、
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
機

動
力
と
妥
協
を
許
さ
な
い
職
人
魂
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

顧
客
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
引
先
か
ら
信
頼
と
実
績
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
田
社
長
は
従
業
員
の
多
様
性

も
大
切
に
し
て
お
り
、
女
性
社
員
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
か
ら

機
械
を
使
っ
て
部
品
の
製
作
を
し
た
り
、
障
害
を
持
ち
な
が

ら
20
年
以
上
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
も
同
様
に
製
作
な
ど
を
担

い
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
金
属

部
品
加
工
業
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
。

　
7
年
前
に
事
業
承
継
を
行
い
、
社
長
と
な
っ
た
岡
田
健
司

さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
プ
ラ
モ
デ
ル
作
り
が
好
き
で
、
現
在

は
機
械
式
時
計
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
※
時
計
が
正
常
に
動

く
よ
う
に
、
す
べ
て
の
部
品
を
分
解
、
洗
浄
、
修
復
作
業
、

組
立
、
注
油
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
）
を
趣
味
と
す
る

ほ
ど
の
根
っ
か
ら
の
職
人
肌
の
経
営
者
で
す
。
今
後
は
、
趣

味
の
活
動
な
ど
を
皮
切
り
に
、
Y
o
u
T
u
b
e
等
を
通
し

て
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
幅
広
く
発
信
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
お
ら
れ
ま
す
。
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「青年経済人としての成長と、絆を育む場所へ！」
　加古川商工会議所青年部
　　会長　松下　智哉 さん

「今月の“こんな日”」

青年部・女性会・加古川市国道２号等整備促進協議会
異業種交流会・加古川市環境保全研究会

「おまけのヨイショー！」
　㈱岡﨑建設
　　取締役　岡﨑　浩一郎 さん

2025年に施行される法改正のポイント
～労働力を確保し、生産性を向上させる会社づくりのために～

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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事業所データ
◆代表者
　代表取締役　岡田　健司
◆所在地　
　加古川市上荘町国包２０５－６
◆電　話
　０７９－４３８－７０３０
◆表紙写真
①会社前にて従業員の皆さんと
　（前例の真ん中が代表取締役の岡田
　健司さん、その右隣が創業者の岡田
　賢一さん）
②③多様な人材で、ものづくりに取り
　組んでいます！
④従業員の藤城さんは障害を持ちなが
　ら20年以上同社で勤務され、その功
　績が認められて表彰を受けられまし
　た。
⑤⑥マッチサイズのネジや金属部品を
　鉄の角材から加工して作ります。

今月の表紙
『㈱テクノ・オカダ』

おかだ　　たけし
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特　集

《
２
０
２
５
年
４
月
１
日
〜
》

①
子
の
看
護
休
暇
の
見
直
し

【
義
務
】
就
業
規
則
等
の
見
直
し

　
小
学
校
第
３
学
年
修
了
ま
で
の
子
を

養
育
す
る
労
働
者
が
申
し
出
た
と
き
は
、

１
年
間
に
５
日
間
（
子
が
２
人
以
上
の

場
合
は
10
日
間
）
の
子
の
看
護
等
休
暇

を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
取
得

理
由
に
、
負
傷
、
疾
病
、
予
防
接
種
、

健
康
診
断
の
ほ
か
、
新
た
に
感
染
症
に

伴
う
学
級
閉
鎖
や
入
園
（
入
学
）
式
、

卒
園
式
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

②
所
定
外
労
働
の
制
限
（
残
業
免
除
）

　
の
対
象
拡
大

【
義
務
】
就
業
規
則
等
の
見
直
し

　
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る
労

働
者
が
請
求
し
た
と
き
は
、
事
業
の
正

常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
を
除
き
、
所

定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表
義
務
適

　
用
拡
大
【
義
務
】

　
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
数
が
3
0
1

人
以
上
の
事
業
主
は
、
毎
年
１
回
、
男

性
の
育
児
休
業
等
の
取
得
状
況
を
公
表

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
年
１
回
、
公
表
前
事
業
年
度
の
終
了

後
お
お
む
ね
３
か
月
以
内
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
や
、
そ
の
他
適
切
な

方
法
で
、
一
般
の
方
が
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。
自
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省

が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
両
立
支

援
の
ひ
ろ
ば
」
で
公
表
す
る
こ
と
も
お

す
す
め
し
ま
す
。

④
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境

　
整
備
【
義
務
】

　
介
護
休
業
と
介
護
両
立
支
援
制
度
等

の
申
出
（
※
）
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
事
業
主
は
次
の
い
ず

れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
雇
用
環
境
の
整
備
の
措
置
を
講

ず
る
に
当
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
複
数

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。

⑤
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
個
別
の
周

　
知
・
意
向
確
認
等
【
義
務
】

　
介
護
に
直
面
し
た
旨
の
申
出
を
し
た

労
働
者
に
対
し
て
、
事
業
主
は
介
護
休

業
制
度
等
に
関
す
る
以
下
の
事
項
の
周

知
と
介
護
休
業
の
取
得
・
介
護
両
立
支

援
制
度
等
の
利
用
の
意
向
の
確
認
を
、

個
別
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

《
２
０
２
５
年
10
月
１
日
〜
》

育
児
期
の
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る

　
た
め
の
措
置
【
義
務
】

　
事
業
主
は
、
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学

前
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、

職
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
次

の
５
つ
の
中
か
ら
２
つ
以
上
の
措
置
を

選
択
し
て
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
１
）
始
業
時
刻
等
の
変
更

　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
１
日
の
所

定
労
働
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
始

業
又
は
終
業
の
時
刻
を
繰
り
上
げ
又
は

繰
り
下
げ
る
制
度
（
時
差
出
勤
の
制

度
）
。

（
２
）
テ
レ
ワ
ー
ク
等（
月
10
日
以
上
）

　
１
日
の
所
定
労
働
時
間
を
変
更
せ
ず
、

月
に
10
日
以
上
利
用
で
き
る
も
の
。

（
３
）
保
育
施
設
の
設
置
運
営
等

　
保
育
施
設
の
設
置
運
営
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
便
宜
の
供
与
を
す
る
も
の

（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
手
配
お
よ
び
費

用
負
担
な
ど
）
。

（
４
）
就
業
し
つ
つ
子
を
養
育
す
る
こ

と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
休
暇
（
養
育

両
立
支
援
休
暇
）
の
付
与
（
年
10
日
以

上
）

　
一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
変
更
せ
ず
、

年
に
10
日
以
上
取
得
で
き
る
も
の
。

（
５
）
短
時
間
勤
務
制
度

　
一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
原
則
６
時

間
と
す
る
措
置
を
含
む
も
の
。

育
児・介
護
休
業
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

参考資料・出典：厚生労働省・経済産業省HP及びパンフレット
　　　　　　　　日本商工会議所「令和7年度 税制改正のポイント」

育
児・介
護
休
業
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　2025年も事業所の皆さまにとって重要な労務関係および税制の法律改正が施行されます。これらの改正は、
事業運営に大きな影響を与える可能性があるため、適切な理解と早めの対応が必要不可欠です。この記事では、
「育児・介護休業法」の改正ポイントや税制改正について解説します。法律の変化に柔軟に対応し、よりスム
ーズな事業運営を目指しましょう。

改正内容 施行前 施行後

対象となる子の範囲の拡大 小学校就学の始期に達するまで 小学校３年生修了まで

取得事由の拡大
（③・④を追加）

①病気・けが
②予防接種・健康診断

①病気・けが
②予防接種・健康診断
③感染症に伴う学級閉鎖等
④入園（入学）式、卒園式

労使協定による継続雇用
期間６か月未満除外規定
の廃止

＜除外できる労働者＞
①週の所定労働日数が２日
　以下
②継続雇用期間６か月未満

＜除外できる労働者＞
①週の所定労働日数が２日
　以下
※②を撤廃

※取得可能日数は、現行日数（1年間に5日、子が2人以上の場合は10日）から変更ありません

改正内容 施行前 施行後

請求可能となる
労働者の範囲の
拡大

3歳未満の子を
養育する労働者

小学校就学前の子
を養育する労働者

②所定外労働の制限（残業免除）の対象拡大

⑤介護離職防止のための個別の周知・意向確認等

④介護離職防止のための雇用環境整備

①子の看護休暇の見直し

 

対象者 対象家族の介護に直面した旨の申出をした労働者

周知事項

以下のすべての事項を周知する必要があります。
①介護休業に関する制度、介護両立支援制度等（制度の内容等）
②介護休業・介護両立支援制度等の申出先（例：人事部等）
③介護休業給付に関すること（制度の内容等）

個別周知・
意向確認の方法

①面談（オンライン面談可） ②書面交付 ③FAX ④電子メー   
ル等 のいずれか（※③，④は労働者が希望した場合に限る） 

※取得・利用を控えさせるような個別周知と意向確認は認められません

①介護休業・介護両立支援制度等に関する研修の実施
②介護休業・介護両立支援制度等に関する相談体制の整備（相談窓口設置）
③自社の労働者への介護休業・介護両立支援制度等の取得事例の収集・提供
④自社の労働者への介護休業・介護両立支援制度等の取得促進に関する方針の周知

（※）ⅰ介護休暇に関する制度　ⅱ所定外労働の制限に関する制度
ⅲ時間外労働の制限に関する制度　ⅳ深夜業の制限に関する制度
ⅴ介護のための所定労働時間の短縮等の措置

　両立支援のひろば
　両立支援に取り組
む企業の事例検索や
自社の両立支援の取
組状況の診断等がで
きます。本サイトで
育児休業等取得率
の公表を行っていた
だくこともできます。
　

◆
よ
り
具
体
的
な
公
表
内
容
や
算
出
方

法
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
先
の
リ
ン
ク
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　【両立支援等助成金など事業所支援の関連リンク集】
　職業生活と家庭生活が両立できる「職場環境づくり」のために、仕事と育児・介護の 両立支援
に取り組む事業主に対して、両立支援等助成金もあります。
　また、厚生労働省のHPでは就業規則作成、雇用環境整備、個別周知・意向確認に活用できるフ
ォーマットやよくある質問などをまとめたページもありますので、ぜひご確認ください！　　　
　　　　　

男性の育児休業
取得率等の公表
について　　　
　　　

☑

両立支援等助成金育児・介護休業等に関する規定例パンフレット、マニュアル等
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※１：現行措置は類型の整理（一部廃止）と要件（指標）の見直しを行う

※２：資本金3,000万超の中小企業者等の税額控除率は７％

※３：資本金3,000万超の中小企業者等は特別償却のみ選択可能

・適用期限を２年間延長。（令和８年度末（2026年度末）まで）
・100億企業の創出を促進するための拡充措置として、売上高100億円超の達成に向けたロードマ
　ップ作成等を要件に、工場のラインや店舗等の生産性向上に係る設備導入に伴う建物を対象設備
　に追加する。
・建物を新増設した際、その年度末の雇用者給与支給総額が前年度末と比較して2.5％以上増加し
　た場合、特別償却15％又は税額控除１％、5.0％以上増加した場合、特別償却25％又は税額控除
　２％を適用する。

・赤字企業を含めた中小企業の前向きな投資を後押しするため、賃上げを行う企業を対象に、赤字
　黒字を問わず設備投資に伴う負担を軽減する固定資産税の特例措置の適用期限を２年間延長する
　（令和８年度末（2026年度末）まで）とともに、賃上げ率に応じて、軽減率を引き上げる。
・具体的には、賃上げ率を1.5％以上引き上げる方針を表明した場合は、3年間、課税標準を１／２
　に軽減する。賃上げ率を３％以上引き上げる方針を表明した場合は、5年間、課税標準を１／４
　に軽減する。

　　　　税制活用までの基本的な手続きの流れ（贈与の場合）
Step①：特例承継計画を都道府県庁へ提出する
　　　　〈２０２６年３月末まで〉
Step②：後継者が自社の役員に就任する〈代表取締役就任直前まで〉
Step③：後継者が代表取締役に就任し、先代から自社株を譲り受ける
　　　　〈２０２７年12月末まで〉
Step④：認定申請書を都道府県庁へ提出し認定を受ける
　　　　〈贈与を受けた翌年の１月15日まで〉

事業承継税制（特例措置）
とは
　先代から非上場自社株
を贈与・相続する際の税
負担が１００％猶予（要
件を満たすと免除）され
る制度。２０２７年末ま
での時限措置。　

機械装置
（160万円以上）

ソフトウェア
（70万円以上）

工具・器具備品
（30万円以上）

建物附属設備
（60万円以上）

設備の種類
（価額用件）

支
援
措
置

国税

地方税

２年
延長 

中小企業投資促進税制 
30％特別償却 or 税額控除７％ ※3 

測定工具及び検査工具 
１台120万円以上、1台30万以上 
かつ複数台合計120万円以上 

特別償却：事業用資産の取得価額に一定割合を乗じた額を、通常の償却費に加えて損金算入できる制度 
税額控除：事業用資産の取得価額に一定割合を乗じた額を、法人税等から控除できる制度 

２年
延長 拡充措置 

中小企業経営強化税制 ※１ 
即時償却 or 税額控除10％（７％） ※２ 
経営力向上計画の認定が必要 （申請先は所管省庁窓口） 

２年
延長 

償却資産に係る 
固定資産税の特例 

２年
延長 

償却資産に係る 
固定資産税の特例 

固定資産税の 
負担を軽減 延長・拡充 

ポイント② 

ポイント① 

⇒2024年末（特例措置が終了する2027年12月末の３年前まで）までに
　後継者を自社の役員に就任させなければならないとする要件が、事実上
　撤廃。
⇒新たな手続きなく、株式贈与の直前までに役員に就任すればよい。

税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト  

中
小
企
業
の「
稼
ぐ
力
」の
強
化
に
向
け
た
税
制

法
人
版・個
人
版

事
業
承
継
税
制
の
見
直
し

◎中小企業向け設備投資減税の延長・拡充 【設備投資減税の全体像】◎事業承継税制特例措置における役員就任要件の事実上撤廃（自社株贈与時）

　ポイント１ 中小企業経営強化税制の拡充及び延長

　ポイント２ 償却資産に係る固定資産税の特例の延長・拡充

【特例措置のスケジュール】

特例承継計画の提出期間
 

実際に承継（贈与・相続）を
行う期間 

2018 年 2027 年 12 月末

特例
終了

これまでの
改正で延長

役員就任期限
2024 年 12 月末

撤 廃

計画提出期限
2026 年3 月末

　【その他の税制改正等、関連リンク集】
　中小企業庁のサイトにて、税制改正や各制度の内容や詳細な対象要件が掲載されています。
また今回は法人版の事業承継税制について主に解説しましたが、個人版の事業承継税制もありますので、ご確
認ください！

☑

中小企業投資促進税制 固定資産税の特例中小企業経営強化税制法人版事業承継税制(特例措置)
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　新たに令和７年度の青年部会長に就
任された松下さんに、今年度の青年部
（YEG）にかける思いについてお話を
お伺いしました。　　　　　　　　　
　　　　

人
と
の
出
会
い
が
、
自
分
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
た　
年
間

　

平
成
24
年
に
入
会
し
て
か
ら
、
振
り
返
っ

て
み
る
と
必
死
に
駆
け
抜
け
て
き
た
と
感
じ

ま
す
。
当
時
は
ど
ん
な
団
体
か
分
か
ら
ず
加

入
し
ま
し
た
が
、
例
会
や
委
員
会
へ
の
参
加

を
通
じ
て
多
く
の
出
会
い
と
知
見
を
得
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
理
事
や
出
向
な
ど
も
経
験

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
特
に
思
い
入
れ

の
あ
る
出
来
事
と
し
て
、
初
め
て
委
員
長
を

経
験
し
た
際
に
、
映
画
館
を
貸
し
切
っ
て
先

輩
方
の
卒
業
式
を
実
現
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
が
、
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

挑
戦
な
く
し
て
、
成
長
な
し
！ 

三
つ
の
「
Ｃ
」
を
胸
に

　

今
年
度
は
、
「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（
創
造
す

る
）
」
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
（
挑
戦
す

る
）
」
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
積
極
的
に
関
わ

る
）
」
と
い
う
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

３
Ｃ 

Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｓ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
メ
ン
バ

ー
一
人
ひ
と
り
が
、
実
り
あ
る
活
動
を
で
き

る
よ
う
、
自
身
が
率
先
し
て
実
行
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
に
関
し
て
は
、

挑
戦
を
し
な
い
こ
と
は
勿
体
な
い
と
強
く
感

じ
て
い
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
交
流
や
研
鑽
を

重
ね
る
こ
と
で
、
青
年
経
済
人
と
し
て
さ
ら

に
成
長
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

青
年
部
と
い
う
組
織
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
が
あ
り
ま
す
。
立
場
を
考
え
な
が
ら
行
動

す
る
こ
と
で
、
新
し
い
経
験
や
学
び
に
も
繋

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
の
声
を
形
に
！ 

み
ん
な
で
笑
い
合
え
る
１
年
に　

　

こ
の
１
年
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
交
流
を
深

め
、
自
社
の
発
展
に
も
繋
げ
ら
れ
る
な
ど
、

青
年
部
に
加
入
す
る
価
値
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
９
月
に
は
、
加
古
川
商
工
会
議
所

青
年
部
が
主
管
と
し
て
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
か
こ
が
わ
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
会
議
や
準
備
な
ど
で
大
忙

し
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
創
り
上
げ
、

楽
し
み
な
が
ら
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
自
分
自
身
が
楽
し
め
な
い
と
、

周
り
の
メ
ン
バ
ー
も
楽
し
く
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
て
、
最
後
は
み
ん
な
で
笑
い
合
え
る

よ
う
に
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

入
会
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
数
が
１
０
０
名
を
超
え

る
こ
の
組
織
で
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
な

が
ら
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
か
け
が
え
の

な
い
仲
間
と
出
会
え
る
こ
と
は
、
青
年
部
の

大
き
な
魅
力
の
１
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
社
経
営
や
日
々
の
業
務
と
の
両
立
は
大
変

で
す
が
、
青
年
部
は
、
そ
れ
以
上
の
も
の
が

得
ら
れ
る
場
所
で
す
。
同
じ
想
い
を
持
つ
仲

間
が
、
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
！　
　
　

　

青
年
経
済
人
と
し
て
の
成
長
と
、

　
　
　
　
　
　
絆
を
育
む
場
所
へ
！

青
年
経
済
人
と
し
て
の
成
長
と
、

　
　
　
　
　
　
絆
を
育
む
場
所
へ
！

加古川商工会議所青年部

会長　松下　智哉  さん
まつした ともや

13
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エッセイ

　

出
会
っ
た
方
々
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
お
伝
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
野
球
が
好
き
で
、

父
親
の
野
球
の
応
援
に
行
っ
て
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
し
て
小
学
校
の
低
学
年
か
ら
高

校
ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。
沢
山

練
習
は
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な

か
結
果
に
結
び
つ
か
ず
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
期
間
は
短

か
っ
た
で
す
が
、
お
よ
そ
10
年
間

は
甲
子
園
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
甲
子
園
」
っ
て
言
葉
が

深
く
て
、
球
児
だ
っ
た
方
は
こ
の

言
葉
を
題
目
に
何
杯
も
お
酒
が
呑

め
ま
す
よ
ね
。
そ
の
当
時
一
緒
に
甲
子
園
を

目
指
し
て
い
た
中
学
と
高
校
の
同
級
生
と
は
、

今
も
現
役
で
加
古
川
野
球
協
会
に
岡
﨑
建
設

と
し
て
所
属
し
て
い
て
、
毎
年
大
会
に
も
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
父
親
が
創
設
し
て
か
ら

40
年
以
上
経
っ
て
お
り
、
私
の
同
級
生
の
中

に
は
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
入
部
し
て
く
れ
た

メ
ン
バ
ー
も
い
て
、
30
年
近
く
一
緒
に
野
球

を
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
元
気
で
過
ご

し
て
い
る
か
確
認
も
兼
ね
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
（
笑
）
私
含
め
て
同
級
生
は
７
名

で
す
。
お
よ
そ
月
１
回
は
会
う
の
で
今
で
も

高
校
の
延
長
で
す
。
本
当
に
同
級
生
に
感
謝

で
す
。
あ
り
が
と
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
加
古
川
商
工
会
議
所
青
年
部

で
仲
良
く
し
て
頂
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の

方
々
も
今
、
一
緒
に
野
球
を
し
て
い
ま
す
。

野
球
が
あ
る
限
り
、
青
年
部
を
卒
業
し
て
も
、

永
久
に
不
滅
で
す
。
こ
ち
ら
も
１
ヵ
月
に
１

回
会
え
ま
す
（
笑
）
本
当
に
感
謝
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

少
し
宣
伝
で
す
が
、
岡
﨑
建
設
野
球
部
は

現
在
も
メ
ン
バ
ー
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
齢
不
問
、
現
在
63
歳
〜
73
歳
の
メ
ン
バ
ー

も
４
名
、
現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
楽
し
ん
で
頂
け
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
エ

ラ
ー
し
て
も
い
い
ん
で
す
。
サ
イ
ン
ミ
ス
し

て
も
い
い
ん
で
す
。
三
振
し
て
も
い
い
ん
で

す
。
き
れ
い
な
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
て

る
の
に
、
レ
フ
ト
か
ら
の
１
塁
送
球
で
、
ア

ウ
ト
に
な
っ
て
も
い
い
ん
で
す
（
レ
フ
ト
ゴ

ロ
）
（
笑
）
。
左
中
間
真
っ
二
つ
の
所
に
打

球
を
打
っ
て
、
シ
ン
グ
ル
ヒ
ッ
ト
で
も
い
い

ん
で
す
。
球
が
速
す
ぎ
て
、
目
が
見
え
な
い

と
言
い
な
が
ら
空
振
り
し
て
も
い
い
ん
で
す
。

平
凡
な
フ
ラ
イ
を
『
オ
ッ
ケ
ー
』
っ
て
余
裕

を
も
っ
て
声
を
出
し
な
が
ら
後
ろ
に
果
て
し

な
く
下
が
り
、
万
歳
し
て
ひ
っ
く
り
か
え
っ

て
、
ボ
ー
ル
を
落
と
し
て
、
走
者
一
掃
さ
れ

て
も
い
い
ん
で
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
笑
い

た
い
。
い
ろ
い
ろ
な
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
を

晩
御
飯
の
お
か
ず
に
し
た
い
。

　

野
球
が
し
た
く
て
、
モ
ゾ
モ
ゾ
さ
れ
て
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
是
非

一
緒
に
プ
レ
ー
を
し
ま
せ
ん
か
？
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｓ
：
近
々
で
す
が
青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
松
野
剛

さ
ん
の
元
、
少
林
寺
拳
法
を
学
ん
で
お
り
ま

す
。

「おまけのヨイショー！」

住 所
T E L
営業内容

：
：
：

加古川市加古川町粟津５５９－６
０７９－４２１－６３９０
総合建設業（土木工事業・建築工事業）
　

岡﨑　浩一郎㈱岡﨑建設　取締役
おかざき こういちろう

第13回 岡﨑建設野球部ゴルフコンペ大会
前列の右から2番目が岡﨑さん
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会
議
所
の

会
議
所
の

TERRIER
おたからや 寺家町
O RECORD
アルネ・プランニング
アールリンク
㈱想侑
㈱パワフルポスト加古川
腸温活ダイエットサロン COCOALOALO
はやし経営コンサルティング
y.（ワイドット）
HEIZE
おうちサロン totonou
フジ鋼業㈱
美と健康サロン 凛
㈱匠創生
くつろぎ居酒屋 のんびりや
隠れ処 きんや
Chance Craft
㈱アパマンセンター
㈱町おこしエネルギー
Shi-Na
塩谷工務店
みんと
アイタック
Overture
Tayurin..
white space （にっこにこ弁当）
㈱はっこう
㈱ライド
㈱ウイル
セラビア Sunny spot
㈱YARIGAI
濱本不動産㈱
田中 克章
縁珠
Miyong
塩らーめん専門店 くじら
ソニー生命保険㈱
㈱永和金属
㈱日本マネージメント・リサーチ

加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
野口町
野口町
野口町
野口町
野口町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
尾上町
尾上町
尾上町
尾上町
尾上町
尾上町
尾上町
尾上町
別府町
別府町
別府町
新神野
西神吉町
西神吉町
西神吉町
神戸市
神戸市
加東市
東京都

バー
買取業
オリジナルフレグランス製品の製造・販売
各種住宅設計業務
セミナー・講演・ファシリテーション・コンサルティング
障害福祉サービス（就労継続支援 B 型事業所・グループホーム）
広告宣伝に関するコンサルティング他
腸内環境を整え、生涯美体型＆絶好調な若 し々い体作りをサポート
中小企業診断士として経営コンサルタント業
アクセサリー製作販売
スナック
リラクゼーションサロン
農機具と防災用品の製造販売
健康関連物品販売・施術
日本酒等の古酒（ 10 年以上）の卸、販売
飲食業
やきとり屋
LP制作、Line 構築、SNS 運用、IT導入補助金サポート
賃貸管理業・仲介・リフォーム
再生エネルギー事業開発
焼き菓子店
建設業
エステサロン
看板製作・取付け・販売
ヘアサロン
アクセサリー製作・販売
お弁当屋
ネット販売
空調設備、メンテナンス、修理
レンタルサーバサービス
レイキ・ヒーリング、カードリーディング
車海老 の陸上養殖・農業・ペットショップ事業
不動産売買、賃貸、管理
人材開発コーチング、Web マーケティング、経営コンサルティング事業
結婚相談所
エステ
ラーメン店
金融・保険業
スクラップ全般
研修企画、講師派遣、経営支援冊子の企画 製作 等

事業所名 所在地 営業内容
（順不同）新規会員のご紹介（令和６年９月１日～令和７年１月３１日）

ご加入ありがとうございます。



バザーと喫茶の売上を寄付

明るく元気に若 し々く！

質問に回答する岡田市長

人優先の道路空間へ

1213
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◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

２
月
７
日
、
加
古
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
「
第
28
回
女
性
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
靴
下
ま
つ
り
」
の
収
益
金
寄
付
の
た

め
に
、
中
尾
副
会
長
、
落
合
副
会
長
、

立
花
副
会
長
と
と
も
に
訪
問
し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
靴
下
ま
つ
り
も
当
日
来

場
者
数
１
７
０
０
名
あ
ま
り
、
盛
況
に

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
毎
回
福
祉
団
体

の
出
展
募
集
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
靴
下
ま
つ
り
当
日

も
田
渕
博
之
理
事
長
は
じ
め
皆
様
が
ご

来
場
く
だ
さ
り
、
お

買
い
物
や
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。
い

つ
も
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

女
性
会
と
し
て
、
今
後
も
加
古
川
市

の
社
会
福
祉
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
、

靴
下
ま
つ
り
が
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
会
長 

善
積 

美
代
子
）

　

地
域
福
祉
へ
の
貢
献

ー
靴
下
ま
つ
り
収
益
金
を
寄
付
ー

　

２
月
13
日
、
女
性
会
メ
ン
バ
ー
の
薄

雲
敦
子
氏
を
講
師
に
、
「
い
つ
ま
で
も

元
気
で
歩
き
た
い
あ
な
た
へ
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
操
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体

操
と
は
、
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
の
中
央
で
両
足

が
平
行
に
な
る
よ
う

に
足
裏
全
体
を
意
識

し
て
、
腕
を
大
き
く

振
っ
て
腿
を
上
げ
、
掛
け
声
と
音
楽
に

合
わ
せ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
笑
顔
で
足
踏
み

を
す
る
も
の
で
す
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の

弾
み
を
利
用
す
る
た
め
、
足
腰
へ
の
負

担
が
少
な
く
、
ふ
ん
わ
り
と
優
し
く
身

体
が
動
く
感
覚
で
し
た
。
気
が
付
く
と
、

皆
頬
も
火
照
っ
て
少
し
汗
ば
み
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
ス
ト
レ
ス
解
消
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

運
動
は
脳
が
活
性
さ
れ
、
免
疫
力
も

ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
、
人
生
１
０
０
年

時
代
の
今
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
い
つ
も
明
る
く
元
気

で
若
々
し
い
薄
雲
さ
ん
の
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。　
　
　
　

参
加
者
は
10
名

　
　
　
　

（
副
会
長　

落
合　

順
子
）

　

運
動
で
清
々
し
い
時
間
を
♪

ー
２
月
度
事
業
を
開
催
ー

　

２
月
６
日
、
ま
ち
づ
く
り
先
進
地
視

察
研
修
会
を
開
催
し
、
岡
山
県
岡
山
市

方
面
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ハ
レ
ま
ち
通
り
（
旧
県
庁
通
り
）
の

歩
い
て
楽
し
い
道
路
空
間
創
出
事
業
に

つ
い
て
、
岡
山
市
の
担
当
職
員
か
ら
概

要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
当
事
業
の

３
つ
の
軸
で
あ
る
「
車
中
心
か
ら
人
優

先
の
道
路
空
間
へ
再
構
築
」「
道
路
空
間

を
活
用
す
る
仕

組
み
を
構
築
」

「
行
政
主
導
か

ら
は
じ
ま
り
、

官
民
連
携
の
ま

ち
づ
く
り
へ
」

に
つ
い
て
詳
細

を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ハ
レ
ま
ち
通
り
を
実
際
に

訪
れ
て
歩
道
幅
や
自
転
車
レ
ー
ン
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
天
然
芝
生
化
や
木
陰
の
で
き
る
植
栽
、

ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
、
人
が
落
ち
着
い

て
過
ご
せ
る
空
間
の
創
出
に
配
慮
し
た

下
石
井
公
園
も
訪
れ
、
現
状
や
課
題
点

を
考
察
し
ま
し
た
。　

参
加
者
は
19
名

　

岡
山
県
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

ー
視
察
研
修
会
を
開
催
ー

　

２
月
18
日
、
岡
田
市
長
を
囲
ん
で
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
西
村
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
仲
上
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で
食
事

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡
田
市

長
よ
り
令
和
７
年
度
施
政
方
針
な
ど
に

つ
い
て
、
食
事
を
と
り
な
が
ら
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
施
政
方
針

の
理
念
と
し
て
市
民
が
感
じ
る
幸
福
感

（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
、
中
長
期
的
な
方
向
性
と
し

て「
加
古
川
な
ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り
」

を
掲
げ
ま
し
た
。身
近
な
自
然
を
生
か
し

た
魅
力
づ
く
り
と

し
て
か
わ
ま
ち
づ

く
り
や
公
園
、
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
尾
上
公
園

の
整
備
や
加
古
川
駅
前
開
発
に
つ
い
て

等
の
質
問
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
丁
寧

な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
19
名

　   

異
業
種
交
流
会

岡
田
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

ー
２
月
度
定
例
会
を
開
催
ー

 

加
古
川
市
国
道
２
号
等
整
備
促
進
協
議
会

地元出身大辻関　新十両に昇進！
　当所副会頭でカノコ㈱代表取締役 大辻利紀さんのご子息 大辻理紀さ
ん（21）が、このたび大相撲新十両に昇進されました。東播地域出身
の力士が関取になるのは高砂出身の妙義龍以来15年ぶり、現在では兵
庫県出身の関取も不在となっていました。
　３月２日、加古川プラザホテルにおいて所属する高田川部屋主催の
祝賀会が開催され、地元関係者など約千名が参加、地元出身の関取誕
生を祝い、今後の活躍を激励しました。応援お願いします！　　　　
　　　　

　

２
月
17
日
、
日
本
銀
行 

神
戸
支
店

長
の
別
所
昌
樹
氏
を
講
師
に
「
２
０
２

５
年
経
済
展
望
！
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
日
本
銀
行
に
つ
い
て
、
同
銀
行

の
目
的
や
金
融
政
策
、
昨
年
新
た
に
発

行
を
開
始
し
た
日
本
銀
行
券
の
特
徴
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
導

入
さ
れ
た
偽
造
防
止
技
術
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
工
夫
が
紹
介
さ

れ
、
江
戸
時
代
の
紙
幣
に
つ
い
て
も
触

れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
海
外
と
日
本
の
経
済
動
向
に
つ

い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
推
移
が
グ

ラ
フ
を
用
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
２
０
２
５
年
の
注
目
す
べ
き

点
と
し
て
、
主
に
ト
ラ
ン
プ
２
．
０
と

人
手
不
足
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
経
済
や
物
価
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
兵
庫
県
経
済
の
動
向
に
つ
い

て
、
業
況
は
横
ば
い
に
推
移
し
て
お
り
、

水
準
は
コ
ロ
ナ
後
の
ピ
ー
ク
に
達
し
て

い
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
58
名

　

輝かしい卒業生の皆様

今
年
の
経
済
動
向
は
…
？

ー
新
春
経
済
講
演
会
を
開
催
ー
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

３
月
10
日
、
卒
業
例
会
「
感
謝
を
胸

に
、
共
に
未
来
へ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

54
年
会
の
皆
様
、
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
今
回
の
卒
業
例
会
で
は
、
式

典
を
行
っ
た
後
、
懇
親
会
で
は
委
員
会

メ
ン
バ
ー
に
よ

る
格
付
け
チ
ェ

ッ
ク
や
一
流
マ

ジ
シ
ャ
ン
Ｓ
Ｏ

Ｒ
Ａ
の
シ
ョ
ー

な
ど
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
盛
り
沢

山
の
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
さ
れ

る
皆
様
の
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
拝
見
出

来
て
ホ
ッ
と
す
る
反
面
、
本
当
に
卒
業

し
て
し
ま
う
の
だ
な
と
寂
し
い
気
持
ち

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
例
会
で
私
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
や
は
り
卒
業
生
お
一
人
お
一

人
か
ら
頂
い
た
、
最
後
の
ご
挨
拶
で
し

た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
楽
し
さ
や
思
い
出

話
だ
け
で
な
く
、
青
年
経
済
人
と
し
て
、

人
と
し
て
、
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
卒
業

生
の
お
言
葉
は
、
現
役
メ
ン
バ
ー
の
心

に
深
く
刻
ま
れ
、
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動

や
自
企
業
の
発
展
へ
の
励
み
と
な
り
ま

感
謝
い
っ
ぱ
い
の
卒
業
式

ー
卒
業
例
会
を
開
催
ー

　
青　
年　
部

し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
笑
顔
溢
れ
る

素
敵
な
卒
業
例
会
が
出
来
た
の
は
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
こ
の
一

年
間
、
山
本
会
長
を
中
心
に
共
に
歩
ん

で
来
た
た
く
さ
ん
の
仲
間
の
協
力
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も

あ
る「
初
志
貫
徹
」

の
よ
う
に
、
こ
こ

で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
っ

た
最
初
の
気
持
ち

を
振
り
返
り
、
い

つ
か
自
分
に
も
訪
れ
る
卒
業
と
い
う
日
、

ど
の
よ
う
な
卒
業
式
を
迎
え
た
い
か
、

そ
ん
な
未
来
を
想
像
し
な
が
ら
、
後
悔

が
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
た
く
さ
ん
の
研

鑽
と
交
流
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
学
び
や
経
験
を
通
じ
て
、
自

企
業
へ
の
成
長
に
繋
げ
、
地
域
を
支
え

る
青
年
経
済
人
と
し
て
未
来
へ
と
邁
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
卒
業
生
の
皆

様
の
こ
れ
か
ら
の
未
来
が
希
望
と
可
能

性
に
満
ち
た
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

（
交
流
委
員
会 

委
員
長 

小
林 

賢
人
）

　

卒業生（最前列）を囲んでの記念撮影

会
議
所
の

会
議
所
の

会場一杯の参加者から祝われる大辻関（右）
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豊富な資料を用いての解説

事業所への理解を深める

　

自
動
振
替
制
度
を
ご
利
用
の
方
は
、

４
月
15
日
㈫
（
加
古
川
市
以
外
の
金
融 

機
関
を
ご
利
用
の
方
は
４
月
28
日
㈪
）

に
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　

ま
た
、
納
付
書
制
度
を
ご
利
用
の
方

に
は
、
会
費
請
求
（
領
収
）
票
を
お
送 

り
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
送
金
方
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

４
月
22
日
㈫
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

２
月
19
日
、
独
立
行
政
法
人　

中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
の
小
西
豊
樹
氏
を

講
師
に
「
経
営
×
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
〜
排
出
量
見
え
る
化
か
ら
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
ま
で
〜
」
と
題
し

た
、
エ
コ
環
境
部
会
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
国
内
外
の

動
向
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、

世
界
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量

削
減
目
標
や
、
パ
リ
協
定
の
要
請
に
基

づ
い
た
Ｓ
Ｂ
Ｔ
（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
目
標
）
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
が
脱
炭
素
経
営
に

取
組
む
意
義
と
し
て
、
優
位
性
の
構
築

や
人
材
獲
得
力
強
化
な
ど
の
具
体
例
を

詳
細
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
知
る
・

測
る
・
減
ら
す
と
し
て
、
実
際
の
計
算

方
法
や
削
減
目
標
・
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
12
名

　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に
向
け
て

ー
エ
コ
環
境
部
会
研
修
会
を
開
催
ー

　

３
月
６
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
の
視

察
研
修
会
を
開
催
、
岡
山
県
津
山
市
の

㈱
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
ペ
ッ
ト
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
会
議
室
で
会
社
組
織
・

工
場
設
備
の
概
要
と
事
業
内
容
等
の
説

明
を
聞
き
、
三
社
の
合
弁
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
た
同
社
の
メ
イ
ン
事
業
が
、

回
収
さ
れ
た
使
用
済
み
飲
料
用
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ッ
ト
樹
脂

を
生
産
す
る
こ
と
だ
と
い
う
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に

敷
地
内
施
設
を
順
に

見
学
し
て
回
り
ま
し

た
。
２
５
，
０
０
０

ト
ン
の
生
産
能
力
を

誇
る
工
場
は
、
特
色
と
し
て
回
収
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
洗
浄
能
力
と
他
の
異
物
と

の
選
別
能
力
が
高
い
と
の
こ
と
。
回
収

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ

の
除
外
作
業
に
つ
い
て
も
す
べ
て
機
械

化
さ
れ
て
お
り
、
元
々
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ン

レ
ベ
ル
に
近
い
ペ
ッ
ト
樹
脂
の
生
産
を

可
能
に
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　

参
加
者
は
９
名

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

ー
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
視
察
研
修
会
を
開
催
ー

  
加
古
川
市
環
境
保
全
研
究
会

　
会
員
の
皆
さ
ま
へ

 

令
和
７
年
度
前
期
会
費
ご
請
求
の
お
知
ら
せ

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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●五百円札発行記念日（２日）
　１９５１年（昭和26年）のこの日、当時の1000円
札と100円札の間を埋めるべく政治家・岩倉具視（い
わくら ともみ）の肖像の500円札が日本銀行より発
行されました。500円硬貨が発行された後も、１９８
５年（昭和60年）までこの500円札の製造は続けら
れ、１９９４年（平成６年）４月１日に支払いが停
止されました。

　色とりどりの花が咲きそろ
う美しい季節を迎えました。
　新一年生の真新しいランド
セルに春を感じる今日この頃
ですね。
　今年も桜が満開になること
を楽しみにして春の訪れを待
つとしましょうか。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”商工かこがわ４月号

発　行　
　2025年４月１日
発行人　
　加古川商工会議所
　 〒675-0064
　 加古川市加古川町溝之口800

（079）424-3355（代表）
（079）424-7157

TEL
FAX

仕事・生活に活かせる 商工会議所の検定試験仕事・生活に活かせる 商工会議所の検定試験仕事・生活に活かせる 商工会議所の検定試験
◆日本商工会議所主催の検定◆
検定試験名

日商珠算
（そろばん）

日商簿記

級
1
〜
3

1
〜
3

回
234
235
236

日商簿記
リテールマーケティング（販売士）
電子会計実務
日商ＰＣ（文書作成・データ活用・プレゼン資料作成）
キータッチ2000テスト
ビジネスキーボード
日商ビジネス英語

日商プログラミング

2～原価計算初級
1～3級
2～3級
1～Basic（基礎級）
入力文字数で技能認定
入力文字数により5段階評価
点数制

EXPERT～ENTRY

施行日

◆東京商工会議所主催の検定◆

検定試験名 級

ネ
ッ
ト
試
験

環境社会（ｅｃｏ）
ビジネスマネジャー

検定試験名ネ
ッ
ト
試
験

日商簿記はインターネット申込の場合、
受験料の他に申込手数料として別途680円（税込）を徴収

申込はネット試験会場へ直接申込、施行日は随時施行（日商 PC1級、
日商ビジネス英語を除く）となっており、試験会場によって違います。
試験会場・受験料等、詳しくは認定校（1.加古川商工会議所パソコン
教室 TEL：079－490－5223 2.加古川経理専門学院 TEL：079－
423－4915 ）まで。

自宅でのパソコン等を使用した受験のみ対応しており（IBT方式）、イン
ターネットからの申込が必要です。施行日は7月6日㈰、12月7日㈰です。
　

東京商工会議所検定センター
（TEL050－5830－3365）
　 　

カラーコーディネーター

ビジネス実務法務
福祉住環境コーディネーター

アドバンスクラス
スタンダードクラス
1～3
1～3

検定試験名 級
ネ
ッ
ト
試
験

お申し込みは、インターネットか
お電話で東京商工会議所 検定
センターへお申し込み下さい。
試験日は1年間に2シーズン
（上期・下期）の期間内で、受験
者が日時を設定。　　　　　　
　　　　

6 月22日（日）
10月26日（日）
2 月８日（日）

【受験料】１級：2,800円 2級：2,000円 3級：1,800円
170
171
172

6 月８日（日）
11月16日（日）
2 月22日（日）

※第172回は1級施行無し
【受験料】1級：8,800円 2級：5,500円 3級：3,300円

●●●●●●●●●●●４月の会議所カレンダー４月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
1
2
3
4

15

火
水
木
金

火

広報委員会、 初級簿記講座（～5/27）
新入社員セミナー（～4/3）
女性会 お花見交流会
無料 法律相談
無料 社会保険・労務相談
無料 金融相談（㈱日本政策金融公庫 姫路支店）
令和7年度前期会費＜市内金融機関口座振替日＞

日 曜日 行　　　事
16
18
21
22

28

水
金
月
火

月

無料 税務相談
無料 法律相談、 会員委員会
無料 特許・商標知財相談、 青年部 通常総会
無料 不動産相談
令和7年度前期会費
＜市外金融機関口座振替日＞

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「特許・商標知財相談」は４月16日㈬までに予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
⇒日本政策金融公庫による「金融相談」はWEBミーティング形式での相談となりますので、事前予約が必要です。（※）
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、４月18日㈮までに予約が必要です。（☆）
≪問合わせ・予約連絡先≫※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　  ☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

【個別経営相談会】1・2・8・10・15・16・22・23日


